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A. 支倉フェローシップ（短期）の「申請書」「報告書」提出手続き概要

申請書

申請者はGCOEコアメンバーです。出張・招聘研究者と十分に内容を吟味の上、提出して下さい。
１．申請書は、紙ベースで押印またはサインのあるものを事務に提出。
２．提出された申請書について、記載漏れなどのないことを事務が確認。
３．申請書に不備がある場合は、事務が申請者に再提出を求める。
４．事務での確認作業をパスした申請書は、事務にてPDF化し、国際連携委員会に送付。
５．申請書を国際連携委員会で審査。
６．国際連携委員会がくだした採否の決定を同委員会は事務に連絡。
７．事務は申請者に結果を通知するとともに、出張・招聘のための事務作業を行う。
報告書
出張・招聘研究者（または申請者）が英語で報告書を作成し、申請者の責任のもと、事務に提出して下さい。提出された報告書は、GCOEの公式な年度報告に掲載され、またweb上で公表されることがありますので、ご了承下さい。不都合がある場合は、国際連携委員長に申し出て下さい。

１．押印・サインは不要で電子版を事務に提出。
２．提出された報告書に不備のないことを事務が確認。不備がある場合は、再提出を求める。
３．事務の確認をパスした報告書の電子ファイルは、国際連携委員会に事務から送付。
４．国際連携委員会で報告書の内容をチェックし、必要があれば修正、再提出を求める（原則、事務を通して再提出を求める）。再提出された報告書について事務は再度確認作業を行い、事務から国際連携委員会に送付。
B. 報告書の記載内容

記載にはTimesまたはTimes New Romanを用い、行間は最小、11-12ポイントの文字サイズを使用のこと。２ページ程度を目安とする。

学会等に参加の場合
１．当該学会等についての一般的説明。印象など。

２．自分が何を発表してどのような反応があり、また今後の自分の研究にどのように役立ったか。
３．自分が注目した複数の発表について、その概要と自分なりのそれに対する評価。
４．その他。

共同研究や技術習得の場合

1． 共同研究（打ち合わせを含む）や技術習得を必要とした理由。

2． 研究・技術の内容。

3． 出張・招聘の結果、どのような展望がひらけたか。

4． その他。

